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※ホームページでは本会議および予算特別委員会を生中継および録画中継
　しています

「いばキラTV」 https://www.ibakira.tv/ 本会議および予算特別委員会を生中継しています
音声版「声の県議会だより」および「点字版県議会だより」も作成しています

休日議会での鈴木将議員と高校生との意見交換会の様子（令和３年１１月２８日（日）） 茨城大学で開催した「県民との青空対話議会」の様子（令和３年１０月３０日（土））

傍聴席がほぼ満席となった休日議会の様子（令和４年６月11日（土））

流通経済大学との包括協定締結の様子（令和４年６月１６日（木））

　茨城県議会では、昨年３月に設置された茨城県議会改革推進会議の第一次答申を踏まえて、茨城県議会基本条例の見直しや議会審
議・委員会審査の充実など積極的に議会改革を進めています。
　先日発表となった早稲田大学マニフェスト研究所が実施する「議会改革度調査2021」において、茨城県議会が47都道府県議会の
中で初めて第１位となりました。
　今後も、県民の皆さまにとって、より開かれた県議会を目指し、議会改革に取り組んでまいります。

●茨城県議会基本条例の見直し
　・災害などの発生に備えた議員BCP※1の策定
　・重要な政策などの事前説明の義務化
●議会審議・委員会審査の充実
　・一般質問・質疑における分割質問の推奨
　・決算特別委員会の充実
●ICT化の推進
　・配付資料のペーパーレス化
　・オンライン委員会の試行的開催
●県議選の投票率向上に向けた議会活動への県民参画の推進
　・県内大学との包括協定の締結
　・「県民との青空対話議会」や県議会モニター※2などの実施による
　　広聴機能の強化
　・休日議会の開催
　・育児・介護を理由としたオンラインでの委員会出席、会議や  
　　視察などへの乳幼児・介助者・介助犬などの同伴受け入れ体制
　　の整備

茨城県議会の議会改革の主な取り組み

茨城県議会改革推進会議の詳細については▶
こちらからご覧になれます。

https://www.pref.ibaraki.jp/gikai/kaikaku/kentoukeika.htm

都道府県部門 全国 議会改革度調査２０２１

　

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
６
日

か
ら
６
月
21
日
ま
で
16
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
議
員
か
ら
、
緊
急
事
態
条
項
を

含
む
憲
法
改
正
に
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る

意
見
書
な
ど
、
知
事
か
ら
、
令
和
４
年
度
茨

城
県
一
般
会
計
補
正
予
算
、
職
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
な
ど
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
常
陸
牛
の
振
興
、
産
業
廃

棄
物
最
終
処
分
場
の
設
置
地
域
選
定
の
考
え

方
、
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
な
ど
の
項
目
に

つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。（
２
～
３
面
）

　

各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
議
案
の
審
査
、

そ
の
他
所
管
事
務
に
関
す
る
質
問
を
行
い
、

県
有
施
設
に
お
け
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の

募
集
結
果
、 「
い
ば
旅
あ
ん
し
ん
割
」
に
係

る
対
応
、
１
１
９
番
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
な

ど
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。（
４
面
）

　

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
が
政
治
や
社
会
に
関
心
が
高
ま
る
取

組
、
ひ
た
ち
海
浜
公
園
の
整
備
、
子
ど
も
の

給
食
に
対
す
る
支
援
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。（
５
面
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
調
査

特
別
委
員
会
で
は
、
有
識
者
か
ら
意
見
を
伺

う
と
と
も
に
、
県
執
行
部
か
ら
、
主
要
な
コ

ロ
ナ
対
策
の
検
証
や
主
に
県
内
の
営
業
制

限
・
行
動
自
粛
等
に
よ
り
多
大
な
影
響
が
あ
っ

た
分
野
な
ど
に
つ
い
て
聴
取
し
、
活
発
な
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
５
面
）

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
予
算
、
条
例
、
人
事
、

報
告
、
意
見
書
な
ど
21
件
の
議
案
が
可
決
、

同
意
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

※2【県議会モニター】…県議会の活動や広報に反映させることを目的に、県民から意見聴取や情報収集などを行うもの。
※1【議員BCP】…災害等発生時に議会業務を継続するため、茨城県議会基本条例第11条の２第３項の規定に基づき策定された具体的な計画。ことば

第
２
回
定
例
会
の
概
要
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議
員　

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
設

置
地
域
選
定
に
当
た
り
、
安
全
か
つ
地

質
学
的
安
定
性
を
担
保
で
き
る
調
査
を

し
た
根
拠
は
あ
る
か
。
鮎
川
へ
の
雨
水

放
流
は
、
台
風
や
豪
雨
に
よ
る
水
害
な

ど
を
検
証
し
た
上
で
決
め
た
の
か
。

知
事　

地
質
に
つ
い
て
は
、
学
識
経
験

者
の
検
討
委
員
会
や
選
定
会
議
で
の
文

献
や
現
地
調
査
、
基
本
計
画
策
定
で
の

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
な
ど
で
確
認
し
て
い

る
。
豪
雨
災
害
も
検
証
し
、
防
災
調
整

池
や
浸
出
水
調
整
槽
の
容
量
を
確
保
の

上
、
安
全
性
を
最
優
先
に
取
り
組
む
。

議
員　

循
環
を
基
調
と
し
た
生
活
の
豊

か
さ
と
、
環
境
保
全
を
両
立
さ
せ
た
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ

る
。
リ
ユ
ー
ス
産
業
お
よ
び
水
平
リ
サ

イ
ク
ル
の
導
入
に
つ
い
て
、
県
と
し
て

ど
の
よ
う
に
誘
導
し
て
い
く
の
か
。

県
民
生
活
環
境
部
長　

リ
ユ
ー
ス
産
業

は
社
会
に
根
付
い
て
い
る
が
、
引
き
続

き
、
消
費
者
へ
の
意
識
付
け
が
必
要
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
多
面
的
な
啓
発
を
通
じ
、
県
民
の
リ

ユ
ー
ス
の
取
り
組
み
を
促
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

新
型
コ
ロ
ナ

に
関
す
る
県

の
対
応
、
新

た
な
水
族
館

の
形
な
ど
も

質
問
）

議
員　

常
陸
牛
の
振
興
で
は
、
他
県
の

銘
柄
牛
に
も
負
け
な
い
よ
う
、
肉
質
の

向
上
を
図
る
ほ
か
、
流
通
・
販
売
対
策

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
が
、
所
見
は
。

農
林
水
産
部
長　

霜
降
り
の
き
め
細
か

さ
な
ど
を
指
数
化
す
る
肉
質
基
準
の
導

入
の
検
討
の
ほ
か
、
輸
出
対
策
と
し
て
、

海
外
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
の
販
売
拡
大
や
カ

ナ
ダ
な
ど
の
新
た
な
輸
出
先
の
開
拓
に

取
り
組
む
。
ま
た
、
と
畜
・
流
通
環
境

の
整
備
で
は
、
県
中
央
食
肉
公
社
の
改

革
に
取
り
組
み
、
輸
出
に
も
対
応
で
き

る
施
設
の
整
備
も
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

不
妊
治
療
が
保
険
適
用
と
な
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
県
と
し
て
ど
う
認

識
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
保
険
適
用

外
の
不
妊
治
療
の
支
援
も
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

福
祉
部
長　

経
済
的
負
担
が
軽
減
さ
れ

新
た
に
治
療
す
る
方
が
増
え
る
と
認
識

し
て
い
る
一
方
、
保
険
適
用
外
の
検
査

や
薬
の
必
要
な
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
る
。

経
済
的
理
由
で
妊
娠
を
諦
め
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
保
険
適
用
外
の
治
療
を
受

け
る
場
合
の
助
成
制
度
の
創
設
に
つ
い

て
国
に
強
く
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　

利
用
生
徒
の
減
少
に
よ
り
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
が
相
次
い
で
廃
止
と
な
る

懸
念
が
あ
る
中
、
今
後
の
在
り
方
を
検

討
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

教
育
長　

人
口
減
少
に
よ
る
社
会
構
造

の
変
化
の
中
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
在
り

方
を
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
、
生
徒
の
通
学
手
段
を
調
査

し
、
地
域
的
な
課
題
を
明
ら
か
に
し
た

上
で
、
地
元
の
意
見
に
配
慮
し
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
可
能
か
検
討
す
る
。

（
ほ
か
に
、
外

的
影
響
で
疲
弊

す
る
企
業
へ
の

支
援
、
農
業
用

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
処
理
適
正
化

の
進
展
な
ど
も

質
問
）

議
員　

国
で
も
部
活
動
の
地
域
移
行
と

い
う
方
向
性
が
出
て
い
る
今
、
一
番
の

当
事
者
で
あ
る
選
手
た
ち
に
混
乱
が
起

き
な
い
よ
う
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

教
育
長　

地
域
部
活
動
へ
の
円
滑
な
移

行
を
進
め
る
た
め
、
顧
問
教
員
の
代
わ

り
に
単
独
で
指
導
・
引
率
が
で
き
る
部

活
動
指
導
員
の
養
成
や
、
派
遣
可
能
な

指
導
者
を
登
録
す
る
人
材
バ
ン
ク
な
ど

の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
活
性

化
を
通
じ

た
新
産
業

の
創
出
、

若
草
大
橋

の
利
用
促

進
に
向
け

た
取
組
な

ど
も
質
問
）

県
立
高
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

今
後
の
在
り
方

不
妊
治
療
の
保
険
適
用

常
陸
牛
の
振
興

設
置
地
域
選
定
の
考
え
方

リ
ユ
ー
ス
産
業
と

水
平
リ
サ
イ
ク
ル
※
へ
の
誘
導

公
立
中
学
校
の
部
活
動
の
在
り
方

　

県
議
会
活
動
へ
の
県
民
の
皆
様
の
理
解
と
参
画
を
推
進
す
る
た
め
、
６
月
11

日
（
土
）、
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
休
日
議
会
」
を
開
催
し
、
延
べ
４
０
３
名

の
方
々
に
傍
聴
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

休
日
議
会
の
開
催
に
合
わ
せ
、
水
戸
女
子
高
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
会
や
水

戸
一
高
書
道
部
・
美
術
部
の
作
品
展
示
を
行
う
と
と
も
に
、
県
議
会
議
員
（
舘

静
馬
副
議
長
、
星
田
弘
司
議
員
、
塚
本
一
也
議
員
）
と
茨
城
大
学
お
よ
び
常
磐

大
学
の
学
生
な
ら
び
に
水
戸
一
高
の
生
徒
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

加
え
て
、
本
県
の
未
来
を
担
う
若
い
世
代
の
主
権
者
意
識
向
上
に
も
つ
な
が
る

よ
う
、県
政
一
般
に
関
す
る
質
問
（
一
般
質
問
）
を
傍
聴
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
県
民
の
皆
様
の
県
議
会
活
動
へ
の
理
解
と
関
心
を
広
げ
、
県
議
会

へ
の
参
画
を
促
し
「
光
り
輝
く
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
た
茨
城
」
の
実
現
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

坂本　隆司 議員
いばらき自民党
龍ケ崎市・利根町選出 

長谷川　重幸 議員
いばらき自民党
鉾田市・茨城町・大洗町選出

福地　源一郎 議員
無 　 所 　 属
日 立 市 選 出 

ことば ※【水平リサイクル】…使用済み製品を同じ製品にリサイクルすること。

県立高校スクールバスの今後の
在り方について検討を

星田弘司議員と茨城大学生・常磐大学生との意見交換会 舘静馬副議長と水戸一高生との意見交換会

水戸女子高吹奏楽部による演奏会の様子 塚本一也議員と水戸一高生との意見交換会

整備計画地（日立セメント（株）
太平田鉱山跡地）

部活動に一生懸命取り組む
子どもたち

６
月
９
日（
木
）

　

長は
せ
が
わ

谷
川　

重し
げ
ゆ
き幸

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

福ふ
く
ち地　

源げ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎

　

 

（
無　
　

所　
　

属
）

　

坂さ
か
も
と本　

　

隆り
ゅ
う
じ司

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

６
月
10
日（
金
）

　

村む
ら
も
と本　

　

修し
ゅ
う
じ司

　

 

（
公　
　

明　
　

党
）

　

豊と
よ
だ田　

　
　

茂し
げ
る

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

鈴す
ず
き木　

　

義よ
し
ひ
ろ浩

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

６
月
11
日（
土
）

　

塚つ
か
も
と本　

　

一か
ず
や也

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

川か
わ
ぐ
ち口　

　

政ま
さ
や弥

　

 

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　
●
質
問
者

一般質問（要旨）

第
２
回
定
例
会
の
主
な
日
程

　

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
は
、
左

記
の
会
期
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
６
月
６
日（
月
）　

本　
　

会　
　

議

　
　
　
　
（
開
会
、知
事
提
出
議
案
説
明
） 

■
６
月
９
日（
木
）　

　
　
　

10
日（
金
）　

　
　
　

11
日（
土
）

■
６
月
14
日（
火
）

　
　
　

15
日（
水
）　

常
任
委
員
会

■
６
月
16
日（
木
）　

本　
　

会　
　

議

（
予
算
関
係
議
案
常
任
委
員
長
報
告
等
）

■
６
月
17
日（
金
）　

予
算
特
別
委
員
会 

■
６
月
20
日（
月
）

■
６
月
21
日（
火
）　

本　
　

会　
　

議

（
委
員
長
報
告
、採
決
、閉
会
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
調
査
特
別
委
員
会

}}

　  

本　
　

会　
　

議

（
一
般
質
問
・
質
疑
）

休
日
議
会
を
開
催
し
ま
し
た

https://ibaraki-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=gikai_result&gikai_id=158 こちらから録画映像で▶
ご覧になれます。
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議
員　

令
和
２
年
度
に
福
島
県
い
わ
き

市
で
ル
ー
ト
が
整
備
さ
れ
た
。
こ
れ
を

契
機
に
、
本
県
で
既
に
ル
ー
ト
が
あ
る

大
洗
・
日
立
間
以
外
で
整
備
の
機
運
が

高
ま
れ
ば
、魅
力
豊
か
な
沿
岸
部
の
ル
ー

ト
が
実
現
す
る
と
考
え
る
が
所
見
は
。

知
事　

議
員
が
提
案
す
る
ル
ー
ト
は
、

実
現
す
れ
ば
誘
客
が
期
待
で
き
る
新
た

な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

安
全
で
快
適
な
通
行
環
境
や
地
域
住
民

の
理
解
な
ど
の
課
題
は
あ
る
が
、
関
係

市
町
村
の
意
向
な
ど
も
確
認
し
な
が
ら

前
向
き
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
さ
ら
な
る
推
進
の

た
め
に
は
、
推
進
本
部
の
設
置
や
茨
城

県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
を
開
催
す
る
な

ど
、
多
く
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
、
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

県
総
合
計
画
の
進
捗
管
理
な
ど

を
担
う
新
し
い
茨
城
づ
く
り
推
進
会
議

を
通
し
て
県
庁
一
丸
と
な
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
推
進
し
て
い
る
。
今
後
は
、
取
り

組
み
が
加
速
す
る
よ
う
、
表
彰
制
度
な

ど
の
先
進
事
例
を
研
究
す
る
と
と
も
に
、

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連

携
・
協
働
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

議
員　

消
費
者
の
不
安
の
払
拭
が
産
業

や
流
通
、
生
産
者
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
る
。
国
や
県
は
正
確
な
情
報
を
県
民

や
影
響
を
受
け
る
全
て
の
消
費
者
に
伝

え
、
風
評
被
害
根
絶
に
全
力
を
尽
く
し

て
ほ
し
い
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

防
災
・
危
機
管
理
部
長　

国
や
東
電
に

不
安
の
払
拭
や
風
評
被
害
防
止
を
働
き

掛
け
る
。
ま
た
、
国
の
海
域
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
結
果
を
周
知
す
る
な
ど
、
安
全
性

の
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
か
ら

の
避
難
民
受
け

入
れ
支
援
、
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
観
光

事
業
な
ど
も
質

問
）

議
員　

デ
ジ
タ
ル
化
社
会
に
沿
っ
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
、
将
来

の
進
路
選
択
に
つ
な
が
る
学
び
の
多
様

性
に
つ
い
て
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

推
進
す
る
学
校
を
指
定
し
、

情
報
に
関
す
る
専
門
科
目
を
取
り
入
れ

る
な
ど
、
教
育
課
程
の
編
成
を
柔
軟
に

見
直
す
。
ま
た
、
拠
点
校
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
で
授
業
を
配
信
し
、
生
徒
の
就
職

に
つ
な
が
る
よ
う
、
よ
り
高
度
な
情
報

活
用
能
力
の
育
成
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
モ

ザ
イ
ク
型
就

労
 ※1

に
よ
る

高
齢
者
の
就

業
支
援
、
障

が
い
の
あ
る

教
員
の
採
用

な
ど
も
質
問
）

議
員　

本
県
産
業
の
一
層
の
発
展
に
向

け
、
Ｉ
Ｔ
人
材
の
輩
出
強
化
は
避
け
て

通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
。
高
度
Ｉ
Ｔ
人

材
の
確
保
、
海
外
か
ら
の
Ｉ
Ｔ
人
材
の

受
け
入
れ
に
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

産
業
戦
略
部
長　

今
後
、
県
立
Ｉ
Ｔ
短

大
の
専
門
性
の
さ
ら
な
る
強
化
や
留
学

生
の
受
け
入
れ
に
取
り
組
む
ほ
か
、
外

国
人
材
の
受
け
入
れ
に
向
け
た
県
内
事

業
者
に
よ
る
現
地
視
察
ツ
ア
ー
や
大
学

と
の
連
携
に
よ
る
留
学
生
向
け
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
す
る
な
ど
、
Ｉ

Ｔ
人
材
の
育
成
・
確
保
に
取
り
組
む
。

議
員　

持
続
可
能
性
の
あ
る
「
儲
か
る

水
産
業
」
の
実
現
に
は
、
養
殖
を
活
用

し
た
本
県
の
新
た
な
水
産
振
興
も
必
要

と
考
え
る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

高
い
収
益
性
や
商
品

性
が
見
込
ま
れ
る
魚
種
の
選
定
を
行
い
、

生
で
食
べ
ら
れ
る
マ
サ
バ
や
希
少
価
値

が
高
い
ブ
ド
ウ
エ
ビ
に
つ
い
て
、
技
術

開
発
を
進
め
て
い
る
。
今
後
は
、
最
新

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
実
証
事
業
に
取

り
組
む
。

（
ほ
か
に
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

ギ
ャ
ッ
プ
の

解
消
、
県
立

美
術
館
・
博

物
館
の
役
割

な
ど
も
質
問
）

議
員　

昨
年
５
月
に
台
湾
の
半
導
体
メ
ー

カ
ー
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
、
つ
く
ば
市
に
研
究

開
発
拠
点
を
新
設
す
る
と
発
表
し
た
。

こ
の
千
載
一
遇
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

に
半
導
体
産
業
を
ど
う
集
積
す
る
の
か
。

知
事　

県
の
発
展
に
は
成
長
力
の
あ
る

企
業
の
誘
致
が
最
重
要
と
考
え
、
補
助

金
の
創
設
や
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施

し
て
き
た
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
と
の
連
携
関
係

を
構
築
し
、
半
導
体
の
製
造
に
不
可
欠

な
装
置
・
材
料
メ
ー
カ
ー
な
ど
を
含
め
、

戦
略
的
な
誘
致
活
動
を
展
開
し
、
さ
ら

な
る
半
導
体
産
業
の
集
積
に
取
り
組
む
。

議
員　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔
医
療

は
、
医
療
資
源
の
限
ら
れ
た
鹿
行
地
域

に
お
い
て
、
医
療
の
充
実
を
図
る
手
段

の
一
つ
と
し
て
非
常
に
有
効
と
考
え
る
。

今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

保
健
医
療
部
長　

令
和
３
年
度
末
時
点

で
、
県
内
全
域
の
中
核
的
な
医
療
機
関

31
カ
所
に
整
備
が
完
了
し
て
い
る
「
遠

隔
画
像
診
断
治
療
補
助
シ
ス
テ
ム
 ※2

」な

ど
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
鹿
行

地
域
に
お
い
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
の
構
築
に
向
け

て
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

今
年
度
、
大
学
進
学
率
の
向
上

を
目
標
と
す
る
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

一
方
、
大
学
に
進
学
し
な
い
生
徒
に
対

し
て
は
、
手
厚
く
寄
り
添
っ
た
サ
ポ
ー

ト
を
図
る
た
め
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

事
業
は
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
の
活
用

な
ど
に
よ
り
基
礎
学
力
の
向
上
を
図
る

も
の
で
、
大
学
に
進
学
し
な
い
生
徒
に

も
役
立
つ
。
今
後
も
計
画
的
な
キ
ャ
リ

ア
教
育
な
ど
に
よ
り
、
多
様
な
進
路
希

望
を
持
つ
生
徒
を
支
援
し
て
い
く
。　

（
ほ
か
に
、
県

立
中
央
病
院

に
お
け
る
県

民
へ
の
収
益

還
元
、
横
断

歩
道
の
適
切

な
維
持
管
理

な
ど
も
質
問
）

議
員　

本
県
農
業
の
所
得
向
上
に
向
け
、

潮
来
地
域
の
水
田
農
業
や
行
方
地
域
の

園
芸
産
地
の
さ
ら
な
る
振
興
が
不
可
欠

だ
が
、
県
の
取
り
組
み
は
。

農
林
水
産
部
長　

大
規
模
水
田
経
営
体

の
育
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
 ※3

の
導
入
を
支
援
し
て
い

く
。
ま
た
、
茨
城
か
ん
し
ょ
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
産
地
拡
大
事
業
 ※4

を
活
用
し
、
農

地
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
に
取
り
組
み
、

農
業
者
の
経
営
安
定
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

鹿
行
地
域
の

振
興
、
鹿
行

地
域
の
地
域

資
源
を
活
用

し
た
観
光
の

振
興
な
ど
も

質
問
）

大
学
に
進
学
し
な
い
生
徒
へ
の
支
援

鹿
行
地
域
の
農
業
の
振
興

茨
城
県
に
お
け
る
半
導
体
産
業
の

集
積
の
推
進

鹿
行
地
域
に
お
け
る
医
療
体
制
の
充
実

い
ば
ら
き
沿
岸
部

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
構
想

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
推
進

高
度
Ｉ
Ｔ
人
材
の
確
保

養
殖
を
活
用
し
た
本
県
水
産
業
の
振
興

処
理
水
海
洋
放
出
の
風
評
被
害

根
絶
に
向
け
た
取
組

県
立
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
将
来
の

進
路
選
択
に
つ
な
が
る
学
び
の
多
様
性

※3【スマート農業技術】…ロボット技術やICTを活用して、省力化や高品質生産を実現するほか、生産性・安全性を向上させるなどの取り組み。

ことば ※1【モザイク型就労】…就労条件をスキル、時間、場所の三つに分け、それらを組み合わせることで、バーチャルに１人分の労働力として提供する仕組み。

※4【茨城かんしょトップランナー産地拡大事業】…かんしょの生産拡大を図るため、農地の確保や生産機械などの整備、需要者とのマッチングを支援する事業。

※2【遠隔画像診断治療補助システム】…ICTを活用した複数施設間でのデジタル画像およびその関連情報の相互伝達によって、迅速な診断や治療をサポートするシステム。

ことば

　

県
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
各
定
例
会
に
お
け

る
、
知
事
の
提
出
議
案
説
明
、
各
会
派
議
員
の
代
表
質
問
、
一
般
質
問
、
予
算
特

別
委
員
会
質
疑
な
ど
の
様
子
を
録
画
中
継
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

議
会
活
動
を
文
字
で
読
む
だ
け
で
は
な
く
、
議
場
に
お
け
る
各
議
員
の
質
問
・

質
疑
の
様
子
を
映
像
と
音
声
で
見
聞
き
す
る
こ
と
で
、
県
政
で
議
論
さ
れ
て
い
る

問
題
を
、
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

県
議
会
の
録
画
中
継
は
、
左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
録
画
中
継
）

https://ibaraki-pref.stream
.jfit.co.jp/

村本　修司 議員
公 　 明 　 党
日 立 市 選 出 

豊田　　茂 議員
いばらき自民党
高萩市・北茨城市選出

川口　政弥 議員
いばらき自民党
取 手 市 選 出 

塚本　一也 議員
いばらき自民党
つ く ば 市 選 出

鈴木　義浩 議員
いばらき自民党
潮来市・行方市選出 

海風薫る大洗・ひたち海浜
シーサイドルート ＳＤＧｓの授業の様子

ＴＳＭＣの進出に大きな役割
を担う産総研クリーンルーム

無人トラクターを活用した
耕起作業

県栽培漁業センターでのマサバ
養殖技術開発の様子

県
議
会
の
録
画
中
継
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

◆
新
議
員

　

４
月
24
日
の
茨
城
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
お
い
て
、
幡
谷
好
文
議
員
（
小
美

玉
市
選
挙
区
）
が
当
選
さ
れ
、
同
月
25
日
付
け
で
総
務
企
画
委
員
会
の
委
員
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

◆
委
員
会
人
事

　

６
月
６
日
付
け
で
議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長
に
星
田
弘
司
議
員
が
指
名
さ
れ

ま
し
た
。

議
会
人
事
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ことば ※1【ネーミングライツ】…公共施設などに団体名や商品名などを冠した通称を付与する権利で、通称を施設などの名称として使用する代わりに、ネーミングライツ・パートナー（施設命名権者）から
　　　　　　　　　　　　 ネーミングライツ料を頂くもの。
※2【リトルベビーハンドブック】…出生体重がおおむね1500㌘未満の赤ちゃんの親が、子どもの成長を記録できるハンドブック。母子手帳と併用して使用することができる。

問　

県
有
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
を
１
６
４
施
設
で
募
集
し
た

結
果
、
16
施
設
の
応
募
が
あ
っ
た
。

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
導
入
の
効
果
は
。

答　

導
入
施
設
が
増
え
、
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
料
の
増
額
や
導
入
施

設
の
多
様
化
が
図
ら
れ
た
。
企
業

か
ら
は
、
通
称
や
企
業
名
の
周
知

は
も
と
よ
り
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

効
果
が
あ
っ
た
と
伺
っ
て
い
る
。

問　

県
内
各
地
域
の
公
共
交
通
に

お
け
る
課
題
は
。
ま
た
、
公
共
交

通
に
Ａ
Ｉ
な
ど
の
技
術
を
活
用
で

き
な
い
か
。

答　

人
口
減
少
に
よ
る
公
共
交
通

利
用
者
の
減
少
や
、
免
許
返
納
者

の
移
動
手
段
の
確
保
な
ど
が
課
題

で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
バ
ス

や
タ
ク
シ
ー
が
運
行
し
て
い
る
例

も
あ
り
、
地
域
交
通
を
維
持
す
る

上
で
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
技
術
の
活
用

は
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
て
い

る
。

（
ほ
か
に
、
い
ば
ら
き
幸
福
度
指

標
の
導

入
目
的
、

県
職
員

の
育
児

休
業
取

得
状
況

な
ど
も

質
問
）

問　

本
県
に
期
待
し
て
立
地
し
た

企
業
の
撤
退
事
例
も
あ
り
、
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
が
大
切
で
あ
る
。
企

業
が
撤
退
し
な
い
件
数
も
全
国
１

位
を
目
指
す
べ
き
だ
が
、
所
見
は
。

答　

設
備
投
資
補
助
の
申
請
支
援
、

道
路
周
辺
の
除
草
や
信
号
点
灯
時

間
の
変
更
な
ど
、
事
業
環
境
改
善

に
関
す
る
関
係
機
関
と
の
調
整
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
企
業

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

問　

交
通
安
全
対
策
の
た
め
、
区

画
線
や
横
断
歩
道
な
ど
の
修
繕
、

渋
滞
箇
所
で
の
右
折
レ
ー
ン
の
延

長
が
必
要
だ
が
所
見
は
。

答　

区
画
線
は
、
優
先
度
の
高
い

箇
所
を
計
画
的
に
修
繕
し
て
お
り
、

横
断
歩
道
な
ど
の
修
繕
は
、
県
警

察
本
部
と
の
連
携
を
検
討
す
る
。

ま
た
、
右
折
レ
ー
ン
の
延
長
は
、

現
地
条
件
を
加
味
し
検
討
し
て
い

く
。

（
ほ
か
に
、
浄
水
場
監
視
シ
ス
テ

ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
、
公
共

土
木
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

な
ど

も
質

問
）

問　

小
さ
く
生
ま
れ
る
赤
ち
ゃ
ん

が
増
加
し
て
い
る
が
、
母
子
手
帳

に
成
長
を
記
録
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

が
な
い
。「
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
す
る
自
治
体

は
増
え
て
お
り
、
本
県
も
導
入
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
所
見
は
。

答　

県
民
、
市
町
村
、
医
療
機
関

の
方
か
ら
、
作
成
し
て
ほ
し
い
と

の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。「
リ

ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の

本
県
版
を
早
期
に
作
成
し
た
い
。

問　

医
療
人
材
が
少
な
い
本
県
で

は
救
急
搬
送
手
段
の
確
立
が
必
要

で
あ
る
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
防
災

ヘ
リ
の
追
加
導
入
や
、
夜
間
飛
行

な
ど
命
を
守
る
取
り
組
み
が
必
要

と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

答　

救
急
医
療
を
支
え
る
取
り
組

み
に
は
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
な
ど
も
あ
る
。
施
策
を
総
合
的

に
考
え
る
中
で
、
ご
提
案
の
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
活
用
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

実
態
調
査
と
支
援
の
拡
充
、
コ
ロ

ナ
後
遺
症
外
来
な
ど
も
質
問
）

問　

１
１
９
番
映
像
通
報
シ
ス
テ

ム
の
恩
恵
を
広
め
る
た
め
に
、
今

後
、
ど
う
広
報
し
て
い
く
の
か
。

答　

通
信
指
令
員
が
シ
ス
テ
ム
の

利
用
を
呼
び
掛
け
た
も
の
の
、
通

報
者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作

に
不
慣
れ
で
利
用
さ
れ
な
か
っ
た

事
案
が
あ
っ
た
。
今
後
、
シ
ス
テ

ム
を
多
く
の
県
民
に
認
識
し
て
も

ら
う
た
め
に
も
、
イ
ベ
ン
ト
の
場

な
ど
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
積

極
的
に
広
報
し
て
い
く
。

問　

国
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
交
付
金

は
、
コ
ロ
ナ
で
困
っ
て
い
る
事
業

者
に
使
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
事

業
者
に
対
す
る
県
の
対
策
は
。

答　

金
融
機
関
へ
の
返
済
計
画
の

柔
軟
な
見
直
し
の
要
請
や
新
た
な

融
資
制
度
な
ど
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
経
営
状
況
が
厳
し
い

事
業
者
を
支
援
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、い
ば
ら
き
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
フ
ト
促

進
事
業
、

営
業
時
間

短
縮
要
請

等
関
連
事

業
者
支
援

一
時
金
の

支
給
要
件

な
ど
も
質

問
）

問　

高
齢
者
が
安
全
に
運
転
し
て

社
会
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
県
警

で
は
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答　

シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
な
ど
高
齢
運
転
者
対

策
を
進
め
て
い
る
。ま
た
、サ
ポ
ー

ト
カ
ー
の
限
定
免
許
な
ど
、
免
許

を
返
納
す
る
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
制
度
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

不
安
を
解
消
し
、
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

問　

部
活
動
の
地
域
移
行
に
よ
り
、

平
日
と
休
日
で
指
導
者
が
異
な
る

こ
と
に
な
る
。
生
徒
が
不
安
を
感

じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
環
境
整

備
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　

モ
デ
ル
校
で
の
成
果
を
踏
ま

え
、
移
行
期
に
は
、
引
き
継
ぎ
や

連
携
、
運
営
方
針
の
順
守
に
よ
り
、

生
徒
が
安
心
・
安
全
に
取
り
組
め

る
よ
う
、
よ
り
良
い
体
制
を
構
築

し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
ニ
セ
電
話
詐
欺
対
策
、

農
業
関
係
高
校
に
お
け
る
生
産
物

の
取
り
扱
い
な
ど
も
質
問
）

問　
「
い
ば
旅
あ
ん
し
ん
割
」
の

適
用
対
象
が
全
国
に
拡
大
さ
れ
た

際
、
需
要
を
ど
う
取
り
込
む
の
か
。

答　
「
い
ば
旅
あ
ん
し
ん
割
」
や

北
関
東
周
遊
フ
リ
ー
パ
ス
な
ど
の

情
報
と
合
わ
せ
て
、
自
然
豊
か
で

キ
ャ
ン
プ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど

の
密
を
避
け
た
体
験
が
楽
し
め
る

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
旅
先
と
し
て
の

魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

問　

世
界
的
な
穀
物
需
要
の
増
加

や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
の
影
響

で
肥
料
価
格
の
高
騰
が
止
ま
ら
な

い
。
経
営
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
生

産
者
に
対
し
、
農
業
大
県
と
し
て

ど
う
支
援
す
る
の
か
。

答　

肥
料
価
格
高
騰
が
農
業
経
営

に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
い
と
認
識

し
て
い
る
。
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
骨
太
の
方
針
」
に
お
け
る
肥
料

価
格
急
騰
対
策
な
ど
国
の
動
向
に

注
視
し
な
が
ら
、
県
と
し
て
も
生

産
者
の
負

担
軽
減
に

努
め
て
い

く
。

（
ほ
か
に
、

ス
マ
ー
ト

農
業
の
推

進
、「
石

岡
の
お
ま

つ
り
」
の

Ｐ
Ｒ
活
動

な
ど
も
質

問
）

土木企業立地推進委員会

総務企画委員会営業戦略農林水産委員会

保健福祉医療委員会文教警察委員会

防災環境産業委員会

「県民幸福度 No.1 への挑戦」

「いばらきリトルベビーハンド
ブック」の作成イメージシルバードライバーセミナーの様子

「いば旅あんしん割」を PRするロゴマーク

１１９番映像通報システムのさらなる広報啓発を
立地企業の事業環境改善にも寄与する道路整備

（鹿島臨海工業地帯周辺での左折レーン２車線化）

常任委員会の審査から

企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
く

企
業
が
撤
退
し
な
い
件
数
も
全
国
１
位
を
目
指
す
べ
き
だ
が
、
所
見
は

導
入
施
設
の
多
様
化
や
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
な
ど
に
つ
な
が
っ
た

県
有
施
設
に
お
け
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ ※1

募
集
結
果
の
評
価
と
効
果
は

本
県
版
を
早
期
に
作
成
す
る

本
県
も「
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」 ※2

を
導
入
す
べ
き
で
あ
る

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
限
定
免
許
な
ど
の
周
知
を
図
る

高
齢
者
の
安
全
運
転
と
社
会
生
活
の
両
立
に
向
け
ど
う
取
り
組
む
か

イ
ベ
ン
ト
の
場
な
ど
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
広
報
し
て
い
く

１
１
９
番
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
広
報
し
て
い
く
か

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
旅
先
と
し
て
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

「
い
ば
旅
あ
ん
し
ん
割
」
が
全
国
に
適
用
拡
大
さ
れ
た
際
の
対
応
は
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令
和
４
年
度
６
月
補
正
予
算
案
が
可
決

磯
崎
達
也
委
員
（
自
民
）　

議
会
改
革
度
都

道
府
県
議
会
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
輝
い
た
茨
城

県
議
会
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
が
政
治
や
社
会
に
関
心
が
高
ま

る
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

模
擬
議
会
や
模
擬
選
挙
の
ほ
か
、

新
聞
記
事
を
も
と
に
、
自
分
の
生
活
と
政
治

や
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
取
り
組
み

を
実
施
し
た
。
今
後
、
教
員
の
研
修
会
で
モ

デ
ル
授
業
や
優
れ
た
取
り
組
み
を
紹
介
す
る

な
ど
、
指
導
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子
ど

も
を
受
け
入
れ
る
保
育
園
に
対
す
る
支
援
、

資
源
循
環
型
の
茨
城
県
を
目
指
し
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
も
質
問
）

二
川
英
俊
委
員
（
県
民
）　

ひ
た
ち
海
浜
公

園
の
砂
丘
エ
リ
ア
開
発
は
、
ひ
た
ち
な
か
大

洗
リ
ゾ
ー
ト
構
想
に
と
っ
て
重
要
な
事
項
と

考
え
る
。
公
園
開
発
方
針
を
踏
ま
え
、
ど
う

リ
ゾ
ー
ト
構
想
を
進
め
て
い
く
の
か
。
ま
た

県
の
意
見
を
ど
う
反
映
し
て
い
く
の
か
。

政
策
企
画
部
長　

砂
丘
エ
リ
ア
の
整
備
で
さ

ら
な
る
魅
力
向
上
が
図
ら
れ
る
公
園
と
地
域

の
観
光
資
源
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
観

光
客
の
滞
在
時
間
の
長
期
化
や
消
費
額
向
上

を
図
り
、
リ
ゾ
ー
ト
構
想
を
推
進
し
て
い
く
。

常
陸
海
浜
公
園
事
務
所
と
綿
密
に
意
見
交
換

し
、
開
発
へ
の
県
の
意
向
を
伝
え
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
特
別
な
事
情
に
よ
る
予
防
接
種

の
再
接
種
に
対
す
る
助
成
、
部
活
動
の
地
域

移
行
も
質
問
）

山
中
た
い
子
委
員
（
共
産
）　

物
価
高
騰
に

伴
う
子
ど
も
の
給
食
費
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
食
材
費
へ
の
支
援
お
よ
び
給
食
事

業
者
へ
の
直
接
の
財
政
支
援
を
求
め
る
が
、

所
見
は
。

知
事　

12
の
市
町
村
が
給
食
費
の
保
護
者
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
国
の
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
の
活
用
を
検
討
中
と
伺
っ
て
い
る
。

今
後
、
物
価
高
騰
に
よ
る
給
食
事
業
者
の
収

益
へ
の
影
響
に
つ
い
て
実
態
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
学
校
給
食
事
業
者
が
安
定
し
て
給

食
を
供
給
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
洞
峰
公
園
の
新
た
な
事
業
計
画
、

病
院
・
社
会
福
祉
施
設
の
避
難
計
画
な
ど
も

質
問
）

玉
造
順
一
委
員
（
立
憲
）　

補
正
予
算
で
今

定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
２
事
業
の
推
進
は
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
に
貢
献
す
る
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

「
い
ば
ら
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
促

進
事
業
」
で
は
県
内
事
業
者
に
よ
る
自
家
消

費
の
た
め
の
太
陽
光
発
電
設
備
・
蓄
電
池
導

入
を
、
「
地
域
循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
構
築
事
業
」
で
は
農
業
生
産
と
電
力
確
保

を
両
立
す
る
モ
デ
ル
的
な
取
り
組
み
を
そ
れ

ぞ
れ
支
援
す
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
し
、

事
業
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
後
押
し
す
る
。

（
ほ
か
に
、
東
海
第
二
原
発
に
係
る
広
域
避

難
計
画
と
諸
課
題
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
と

人
材
確
保
な
ど
も
質
問
）

大
和
田
寛
樹
委
員
（
自
民
）　

事
業
者
が
有

価
物
と
主
張
す
る
廃
材
な
ど
を
、
県
が
廃
棄

物
と
し
て
認
定
し
た
場
合
、
事
案
の
解
決
に

向
け
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
ま
た
、
石
岡
市

小
見
地
区
の
よ
う
な
廃
棄
物
堆
積
問
題
の
解

決
に
向
け
た
意
気
込
み
は
。

県
民
生
活
環
境
部
長　

小
見
地
区
の
よ
う
な

事
案
を
含
め
、
不
法
投
棄
や
廃
棄
物
の
不
適

正
な
保
管
に
対
し
て
は
、
そ
の
行
為
者
の
責

任
を
徹
底
し
て
追
及
し
、
悪
質
な
法
令
違
反

の
事
実
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
行
政
処
分
や

告
発
も
視
野
に
入
れ
、
厳
し
く
対
応
す
る
。

（
ほ
か
に
、
飼
料
価
格
の
高
騰
で
影
響
を
受

け
る
畜
産
農
家
へ
の
支
援
、
乳
が
ん
・
子
宮

頸
が
ん
対
策
の
推
進
な
ど
も
質
問
）

高
崎
進
委
員
（
公
明
）　

救
命
率
向
上
に
は

初
期
治
療
ま
で
の
時
間
短
縮
が
重
要
と
考
え

る
が
、
ど
う
取
り
組
む
か
。
ま
た
、
重
複
要

請
の
解
消
に
向
け
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
２
機
目

導
入
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

救
急
搬
送
時
間
縮
減
の
た
め
、
地
域

の
中
核
医
療
機
関
の
受
け
入
れ
体
制
強
化
な

ど
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

効
率
的
な
運
用
を
図
り
重
複
要
請
の
削
減
を

行
う
一
方
、
２
機
目
導
入
は
救
急
医
療
体
制

充
実
の
た
め
の
施
策
の
一
つ
と
し
て
効
果
を

検
証
し
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
障
が
い
者
の
福
祉
的
就
労
の
充

実
、
帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
も

質
問
）

飯
田
智
男
委
員
（
自
民
）　

今
般
、
海
外
か

ら
日
本
へ
の
入
国
者
数
の
上
限
が
引
き
上
げ

ら
れ
る
と
と
も
に
、
添
乗
員
付
き
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ツ
ア
ー
の
受
け
入
れ
が
再
開
し
た
。
こ
う

し
た
動
き
を
受
け
て
、
海
外
か
ら
の
誘
客
促

進
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

営
業
戦
略
部
長　

海
外
の
旅
行
会
社
へ
サ
イ

ク
リ
ン
グ
や
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
な
ど
の
観
光
メ

ニ
ュ
ー
を
提
案
し
、
本
県
を
訪
問
す
る
ツ
ア
ー

造
成
を
強
く
働
き
掛
け
る
。
ま
た
、
個
人
旅

行
の
再
開
を
見
据
え
、
台
湾
や
タ
イ
、
英
語

圏
を
対
象
と
し
た
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
な

ど
、
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。

（
ほ
か
に
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
延
伸
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
も
質
問
）

　

国
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
総
合
緊
急
対
策
」
な
ど
に

対
応
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
や
県
内
産
業
な
ど
へ

の
支
援
な
ど
の
事
業
や
、
県
政
の
課
題
な
ど
へ
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
に
つ

い
て
計
上
し
た
令
和
４
年
度
６
月
補
正
予
算
案
（
約
99
億
６
９
０
０
万
円
の
増
）
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

  

６
月
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
主
な
事
業

１　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策　

98
億
７
０
０
万
円

　

・
営
業
時
間
短
縮
要
請
等
関
連
事
業
者
支
援
一
時
金
（
県
の
営
業
時
間
短
縮
要
請

な
ど
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
事
業
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支
給
）

　

■
い
ば
ら
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
促
進
事
業
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
の

た
め
の
設
備
整
備
を
行
う
事
業
者
へ
の
支
援
）

　

■
い
ば
ら
き
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
生
産
拡
大
加
速
化
事
業
（
有
機
農
業
へ
の
転
換
を
推

進
す
る
た
め
の
機
械
導
入
に
対
す
る
支
援
な
ど
） 

な
ど

２　

県
政
の
課
題
等
へ
の
対
応　

１
億
６
２
０
０
万
円

　

■
地
域
循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
（
営
農
型
太
陽
光
発
電
の
モ
デ

ル
的
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
）

　

■
農
業
技
術
指
導
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
な
ど
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
技
術
指
導
体
制
の
構
築
） 

な
ど

新 新 新新

　第１回委員会が５月 23 日に開催され、調査方針および調
査活動計画を決定したほか、茨城県よろず支援拠点チーフ
コーディネーターの宮田貞夫氏より、「コロナ禍による業界
のダメージとその回復に向けた支援の取組」について説明い
ただくとともに、意見交換を行いました。その後、県執行部
から、「主要なコロナ対策の検証」や「主に県外からの移動
制限・自粛等により多大な影響があった分野」などについて
説明を受け、質疑が行われました。
　６月 20 日には、第２回委員会が開催され、県執行部から、

「主に県内の営業制限・行動自粛等により多大な影響があっ
た分野」などについて説明を受け、質疑が行われました。
　今後も、コロナ後の将来にわたって持続可能で活力ある茨
城をつくるため、引き続き精力的に調査検討を進めてまいり
ます。

中央に常井洋治委員長、その右隣に岡田拓也副委員長、ほか13名の
調査特別委員会委員

予 算 特 別 委 員 会

６
月
17
日（
金
）

磯い
そ
ざ
き崎　

　

達た
つ
や也

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

二ふ
た
か
わ川　

　

英ひ
で
と
し俊

（
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

山や
ま
な
か中　

た
い
子こ

（
日
本
共
産
党
）

玉た
ま
つ
く
り

造　
　

順
じ
ゅ
ん
い
ち一

（
立
憲
い
ば
ら
き
）

大お
お
わ
だ

和
田　

寛ひ
ろ
き樹

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

高た
か
さ
き崎　

　
　

進
す
す
む

（
公　
　

明　
　

党
）

飯い
い
だ田　

　

智と
し
お男

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
疑
者

予 算 特 別 委 員 会

新型コロナウイルス感染症対策
調査特別委員会を開催しました

https://ibaraki-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=gikai_result&gikai_id=158

こちらから▲
録画映像で
ご覧になれます。



いばらき県議会だより No.2202022年（令和4年）7月17日（日曜日） 6

　株式会社アプリシエイトは、ソフトウェア開発企業として、企業
向けソリューション事業、ＩＴ顧問事業のほか、地域活性、デジタル
人財の育成など
の仕組みの創造
を理念に、ｅス
ポーツ事業も展
開しています。
　会社の事業概
要について説明
を受けた後、ｅ
スポーツ体験を
行いました。

　県立医療大学は、看護師、保健師、助産師、理学療法士、作業療法
士、診療放射線技師などの医療専門職を養成するとともに、医療系大
学としては全国で唯一、付属病院を設置し、高度なリハビリテーショ
ン医療を提供しています。
　大学および付属病院の概要や役割などについて説明を受けるととも
に、看護学科の
実習授業の様子
や医療用ロボッ
トスーツを活用
したリハビリテー
ション医療を提
供する様子を視
察しました。

　株式会社エム・データは、テレビ番組やＣＭデータの調査・分析な
どを行う会社で、独自のデータ収集システムを使用し、テレビ番組や
テレビＣＭをテキスト・データベース化して「ＴＶメタデータ」を構
築し、顧客からの要望に応じ、カスタマイズして提供しています。
　会社の事業概要について説明を受けた後、実際にデータ収集作業を
行っている様子を視察しました。

　茨城県霞ケ浦環境科学センターは、霞ヶ浦をはじめとする県内の
湖沼、河川の水環境や大気環境などの保全に取り組むため、「調査
研究・技術開発」
「環境学習」「市
民活動との連携・
支援」「情報・交
流」の四つの役割
を担っています。
　センターの概要
や取り組み内容に
ついて説明を受け
た後、小学生の環
境学習の様子や施
設を視察しました。

　県内の各保健所は、県民の健康の保持および増進を図るため、地域
における公衆衛生の向上および保健、衛生、生活環境などに関する業
務を担当しています。
　土浦保健所の概要、新型コロナウイルス感染症の感染状況と対応お
よび土浦保健所
新庁舎の整備計
画について説明
を受けるととも
に、新型コロナ
ウイルス感染症
の積極的疫学調
査の様子など、
庁舎内を視察し
ました。

株式会社エム・データ（水戸市）

委 員 会 活 動委 員 会 活 動

筑波山の登山道などの整備状況と霞ヶ浦の水質保全の取り組みを調査（5/18）

筑波山（つくば市） 茨城県霞ケ浦環境科学センター（土浦市）

新型コロナウイルス感染症への対応状況と医療専門職養成の取り組みを調査（5/13）

土浦保健所（土浦市） 県立医療大学・県立医療大学付属病院（阿見町）

スマート自治体の実現に向けたデータの利活用とデジタル人財育成の取り組みを調査（5/19）

株式会社アプリシエイト（水戸市）

総務企画委員会 （下路健次郎委員長）

防災環境産業委員会 

保健福祉医療委員会 （川口政弥委員長）

（外塚潔委員長）

　筑波山の貴重な自然環境を保全し、自然とのふれあいの場として適
正な利用を促進するとともに、コロナ禍の収束を見据えて県内外から
の来訪者の増加に対応
するため、衛生面や自
然環境に配慮した高機
能トイレの整備と、登
山道の安全性や快適性
の向上を図る改修を
行っています。
　自然公園施設管理整
備事業の概要などにつ
いて説明を受けた後、
質疑を行い、整備状況
を視察しました。

霞ケ浦環境科学センターを視察する委員

新型コロナウイルス感染症への対応の様子を視察する委員 看護学科の実習授業を視察する委員

作業場所を視察する委員 ｅスポーツを体験する委員

整備状況について説明を受ける委員
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　石岡市では、「石岡のおまつり」を令和３年12月に「常陸国総社
宮祭礼の獅子・山車・ささら行事」として、祭礼行事そのものを石岡
市無形民俗文化財に指定しました。
　「石岡のおまつり」は関東三大まつりの一つであり、毎年９月に行
われ、期間中は約50万人の見物客で市街地が大変にぎわいます。今
後、県・国の無形民俗文化財指定を目指しています。
　おまつりの概要や入込客数増加に向けた取り組みについて説明を受
けました。

　県立竜ヶ崎第一高等学校・附属中学校では、民間出身の校長を中心
として、高校ではスーパーサイエンスハイスクールに指定され、附属
中学校ではロボット
コンテスト全国中学
校大会で優勝するな
ど、先進的な取り組
みと実績を築いてい
ます。
　取り組み内容につ
いて説明を受けると
ともに、校内の視察
を行いました。

　一級河川八間堀川は、下妻市加養地先を上流端とし、常総市水海道
橋本町地先で新八間堀川に分岐し、常総市水海道淵頭町地先において
小貝川と合流する全体延長17.77㌔の河川です。
　大雨による浸水の被害などを防止し、地域住民が安心して暮らせる
よう、現在は主要地
方道土浦境線から上
流の千代川工区4.65
㌔で事業を進めてい
ます。
　本事業の整備状況
について、常総工事
事務所から説明を受
けた後、現地調査を
実施しました。

　㈱北龍ファームは、龍ケ崎市内を中心に年々規模を拡大している水
稲農家で、田んぼに直接種をまいて稲を育てる直播栽培や農業用ド
ローンを使った病害虫防除作業などの省力化技術を積極的に導入して
います。また、コメでJGAP ※を取得し、高水準の品質・安全性の確
保に取り組んでいます。
　令和３年３月に導入した乾燥調製施設（ライスセンター）を視察し、
現在の取り組み状況や今後の課題について説明を受けました。

　桜川市真壁町山尾と石岡市上曽間の上曽峠を通る主要地方道石岡筑
西線は、山岳道路であり、冬季降雪時には通行規制を余儀なくされて
います。本トンネルの整備により、災害時の緊急輸送や筑波連山を挟
む地域間の交流促進および地域振興が期待されます。また、県西地域
から茨城空港までを
結ぶ基軸が形成され、
物流や観光を支える
重要な路線となりま
す。
　本事業の整備状況
について、筑西土木
事務所から説明を受
けた後、現地調査を
実施しました。

　茨城農芸学院では、送致された少年に対して、その特性に応じた適
切な矯正教育、その他の健全な育成に資する処遇を行うことにより、
改善更生と円滑な社会復帰を図っています。近年は新たに、牛久シャ
トーのブドウ栽培協力を行うなど、地域と連携した先進的な取り組み
を行っています。
　施設概要や取り組み内容について説明を受けるとともに、施設の視
察を行いました。

閉 会 中 の閉 会 中 の

安全・安心な水稲の省力化栽培と「石岡のおまつり」を調査（5/20）

㈱北龍ファーム（龍ケ崎市） 石岡市役所

茨城農芸学院と県立竜ヶ崎第一高等学校・附属中学校を調査（5/16）

茨城農芸学院（牛久市） 県立竜ヶ崎第一高等学校・附属中学校（龍ケ崎市）

（仮称）上曽トンネル整備事業と一級河川八間堀川河川改修事業を調査（5/12）
（仮称）上曽トンネル整備事業 

（合併市町村幹線道路緊急整備支援事業）( 桜川市）  一級河川八間堀川 河川改修事業 （常総市）

営業戦略農林水産委員会 （髙橋勝則委員長）

土木企業立地推進委員会 （長谷川重幸委員長）

文教警察委員会 （水柿一俊委員長）

※【GAP】…農業生産工程管理。農産物を作る際に適正な手順やモノの管理を行い、食品安全や労働安全、環境保全などを確保する取り組みのこと。生産者によるGAPの取り組み
を第三者が審査し証明する民間の認証制度があり、ＪGAPもその一つ。

ことば

省力化技術や JGAP の取り組みについて説明を受ける委員 「石岡のおまつり」について説明を受ける委員

茨城農芸学院で説明を受ける委員

トンネル内部で整備状況を確認する委員 事業の進捗について説明を受ける委員

校内を視察する委員
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今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

　

　次回の、令和４年第３回定例会は、9月1日から9月28日までの28日間の会期
日程で開催される予定です。

月日 曜 議 事 予 定

9.  1 木 議会運営委員会、本会議（開会、知事提出議案説明）
2 金 休会（議案調査）
3 土
4 日
5 月 休会（議案調査）
6 火 議会運営委員会、本会議（代表質問・質疑）
7 水 本会議（代表質問・質疑）
8 木 議会運営委員会、本会議（一般質問・質疑）
9 金 本会議（一般質問・質疑）

10 土
11 日
12 月 本会議（一般質問・質疑）
13 火 本会議（一般質問・質疑、議案常任委員会付託）
14 水 休会（委員会審査準備）

15 木 休会（常任委員会）

16 金 休会（常任委員会）

17 土
18 日
19 月 （敬老の日）

20 火 議会運営委員会
本会議（予算関係議案常任委員長報告、予算関係議案予算特別委員会再付託）

21 水 休会（決算特別委員会）
22 木 休会（予算特別委員会）
23 金 （秋分の日）
24 土
25 日
26 月 休会（新型コロナウイルス感染症対策調査特別委員会）
27 火 休会（議事整理）
28 水 議会運営委員会、本会議（委員長報告、採決、閉会）

県
議
会
主
催
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

流
通
経
済
大
学
と
の
相
互
連
携
・
協
力
に

関
す
る
包
括
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

○
防
災
環
境
産
業
委
員
会
か
ら
県
民
生
活
環
境
部
長
に
対
し
、

「
霞
ヶ
浦
水
質
保
全
対
策
等
の
充
実
・
強
化
」に
つ
い
て
提
言

を
行
い
ま
し
た

○
文
教
警
察
委
員
会
か
ら
教
育
長
に
対
し
、「
農
業
関
係
高
校
に

お
け
る
生
産
物
の
外
部
販
売
の
即
時
再
開
」に
つ
い
て
提
言
を

行
い
ま
し
た

決
算
特
別
委
員
会
の
組
織
や
審
査
方
法
を
見
直
し
ま
し
た

　

昨
年
度
の
県
議
会
改
革
推
進
会
議
に
お
け
る
「
予
算
へ
の
審
査
結
果
の
反
映
な
ど
、

決
算
審
査
の
成
果
の
見
え
る
化
に
向
け
た
、
組
織
や
審
査
方
法
の
見
直
し
を
検
討
す

る
こ
と
」
と
の
答
申
を
踏
ま
え
、
委
員
会
内
に
常
任
委
員
会
を
基
本
と
す
る
三
つ
の

分
科
会
を
設
置
し
、
部
門
別
審
査
を
行
う
こ
と
で
審
査
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、

翌
年
度
の
予
算
編
成
を
見
据
え
た
改
善
要
望
を
取
り
ま
と
め
、
翌
年
の
第
１
回
定
例

会
の
常
任
委
員
会
で
改
善
要
望
へ
の
対
応
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
審
査
成
果
の
見
え

る
化
を
図
り
ま
す
。

　

選
任
し
た
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

議
員
提
出

◆
意
見
書

○
緊
急
事
態
条
項
を
含
む
憲
法
改
正
に

取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

 

知
事
提
出

◆
令
和
４
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
議
会
議
員
及
び
茨
城
県
知
事

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費

負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
茨
城
県
県
立
学
校
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例 

ほ
か
６
件

◆
そ
の
他

○
県
有
財
産
の
売
却
処
分
に
つ
い
て

（
宮
の
郷
工
業
団
地
事
業
用
地)

 

ほ
か
５
件

◆
人
事

○
副
知
事
の
選
任
に
つ
い
て

 

ほ
か
２
件

◆
報
告

○
地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
く
専
決
処
分
に
つ

い
て

※
意
見
書
の
全
文
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

https://www.pref.ibaraki.jp/gikai/tayori/tayori202207_pdf/ikensyo.htm#1

https://www.pref.ibaraki.jp/gikai/iinkai/teigen/220614bousai.pdf

https://www.pref.ibaraki.jp/gikai/iinkai/teigen/220615bunkyo.pdf

　

６
月
21
日
、
県
議
会
主
催
の
講
演
会
を
県
議
会
議
事
堂
大
会
議
室
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授
の
金
井
利
之

氏
を
お
招
き
し
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
の
経
験
を
踏
ま
え
た
自
治
体
議
会
改

革
」
と
の
テ
ー
マ
で
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

金
井
氏
か
ら
は
、
中
央
集
権
、
地
方
分
権
と
い
っ
た
行
政
学
的
視
点
か

ら
、
県
議
会
の
立
ち
位
置
が
、
国
と
市
町
村
、
国
家
の
視
点
と
地
域
社
会

の
視
点
、
統
治
側
と
県
民
側
、
そ
れ
ぞ

れ
の
中
間
に
あ
り
、
こ
れ
ら
を
調
和
さ

せ
る
立
場
に
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
行
政
の
デ

ジ
タ
ル
化
が
加
速
す
る
中
、
政
策
の
立

案
や
変
更
な
ど
に
際
し
、
法
令
以
上
に
、

シ
ス
テ
ム
の
仕
様
や
そ
の
改
修
コ
ス
ト

な
ど
が
強
い
制
約
と
な
る
懸
念
な
ど
、

今
後
の
議
会
改
革
を
考
え
る
上
で
、
大

変
有
意
義
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

茨
城
県
議
会
と
流
通
経
済
大
学
は
、
６
月
16
日
、
相
互

連
携
・
協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

流
通
経
済
大
学
は
、
建
学
の
理
念
に
流
通
経
済
一
般
に

関
す
る
研
究
と
教
育
の
振
興
を
掲
げ
、
交
通
・
流
通
や
ス

ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学
分
野
な
ど
の
多
様
な
人
材
を
育
成
し

て
い
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
企
業

立
地
の
促
進
、
ま
た
、
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
で
県
民
の

命
や
健
康
を
守
り
、
疲
弊
し
た
経
済
の
立
て
直
し
に
も
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
分
野

で
専
門
的
な
知
見
を
有
す
る
同
大
学
と
の
協
定
締
結
は
大

変
有
意
義
な
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
連
携
事
業
を
通
じ
て
、
議
会
の
「
政
策
立
案

機
能
」
を
磨
き
上
げ
て
い
く
と
と
も
に
、
将
来
の
茨
城
を

担
う
「
人
材
の
育
成
」
な
ど
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
環
境
産
業
委
員
会
で
は
、
霞
ヶ
浦
の
水
質
浄
化
や
自
然
環
境
の

保
全
・
創
出
お
よ
び
環
境
教
育
の
推
進
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
生
活
排
水
対
策
の
充
実
・
強
化
、
湖
上
体
験
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
体

験
型
環
境
学
習
お
よ
び
自
然
環
境
科
学
に
関
す
る
学
習
の
充
実
な
ど
に

つ
い
て
、
県
民
生
活
環
境
部
長
に
対
し
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

文
教
警
察
委
員
会
で
は
、
県
の
農
業
関
係
高
校
に
お
け
る
生
産
物
の

外
部
販
売
停
止
の
方
針
に
対
し
、
生
徒
が
生
産
意
欲
、
夢
や
希
望
を

も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
外
部
販
売
の
即
時
再
開
、
販

売
停
止
の
原
因
と
な
っ
た
事
故
の
再
発
防
止
策
の
早
急
な
策
定
お
よ
び

農
業
関
係
高
校
な
ど
に
お
け
る
魅
力
あ
る
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
に
つ

い
て
、
教
育
長
に
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
長　

半
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登
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委
員
長　

山
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恒
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海
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〃　
　

  

西
條　
　

昌
良

　

  

〃　
　

  

白
田　
　

信
夫

　

  

〃　
　

  

小
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井
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石
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邦
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川
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政
弥
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員　

下
路　

健
次
郎
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星
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弘
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飯
田　
　

智
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中
村　
　
　

修
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岡
田　
　

拓
也

　

  

〃　
　

  

長
谷
川　

重
幸

　

  

〃　
　

  

金
子　
　

晃
久

　

  

〃　
　

  

塚
本　
　

一
也
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豊
田　
　
　

茂
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坂
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隆
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員　

沼
田　
　

和
利

　

  

〃　
　

  

村
田　
　

康
成

　

  

〃　
　

  

大
瀧　

愛
一
郎

　

  

〃　
　

  

鈴
木　
　

義
浩

　

  

〃　
　

  

齋
藤　
　

英
彰

　

  

〃　
　

  

二
川　
　

英
俊

　

  

〃　
　

  

田
村　

け
い
子

　
  

〃　
　

  

八
島　
　

功
男

　
  

〃　
　

  

山
中　

た
い
子

　

  
〃　
　

  

玉
造　
　

順
一

金井利之先生による講演の様子


